
安全対策工事等 工事範囲平面図（主な工種を記載）

凡例

・着色部‥工事範囲

・網掛け（黒塗） ‥建物解体（2025年度）

・網掛け（白塗）‥建物解体（2026年度）

・網掛け（斜線） ‥建物解体（2028年度）

最終処分場峠谷地区

安全対策工事

排水浄化センター

改修工事

花の家

上部遮水工 約30,000㎡

切土 約45,000㎥

盛土 約45,000㎥

雨水調整池

・調整機能向上 19,200㎥→27,700㎥

（必要機能 23,400㎥）

・護岸補強（ふとんかご設置） 約100m

出入口設置 2箇所

（さくら通り歩道工事）

法面雨水排水側溝設置

・U型側溝設置 L=約150m

公園利用通路（歩行

者）設置

大賀ぐうし館



廃棄物層

安全対策工事範囲

（最終処分場構造物）

公園整備範囲
雨水集排水管
（管径15㎝～30㎝）

ガス抜き管
（管径10㎝程度）

公園造成盛土

覆土

遮水シート（ベントナイト系）

砕石層（メタンガス排出用）
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雨水集排水管は、水勾配

を確保して設置します。

上部遮水構造図

雨水調整池構造図

▽満水時（標高98.0m）

▽底面（標高90.0m）

▽平常時（標高95.0m）

・調整機能 ‥約19,000㎥

・ため池機能‥約 9,500㎥ →雨水管へ（鶴見川へ放流）
泥だめ

ため池機能

調整機能

調整機能 取水口（新設）

▽満水時（標高98.0m）

▽平常時（標高92.0m）
▽底面（標高90.0m）

→雨水管へ（鶴見川へ放流）

・調整機能 ‥約27,000㎥

詳細は2025年度までに決定します。

（地盤高92.0mの位置）

現状

調整機能向上後

護岸補強（一部）

泥だめ

設置当初、下流に水田があり「ため池」機能を有していましたが、水田は宅地化しその役割を終

えたため、調整機能向上のために池の水位を下げます。なお、自然環境維持のため、常時水が張

る池の運用は継続します



全体スケジュール

（年度）

項目 実施項目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

安全対策工事詳細設計
・環境調査

事務手続き

安全対策工事

排水浄化センター改修工事

旧リサイクル広場

清掃第二事業場
（ビン・カン資源化施設）

土木公園SC
・資材置場建物

事務手続き

公園基本設計・実施設計

公園整備工事 開園

最終処分場
安全対策

解体工事

公園整備

処分場変更届

生活環境影響調査告示・縦覧

都市計画変更

処分場終了届


